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１１茶樹病害虫の発生生態の解明と防除法

（２）茶園におけ る節水型スプリンクラ利用に
よる薬剤散布法

●

分 類 (1)

試験研

究年次
６３～２年（ 完了）

Ｉ目的

茶生産の省力化を図るため に 、 節 水 型 ス プ リ ン ク ラ 施 設 を 利 用 し た 病 害
虫防除の実用性を検討する 。
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第１図地点別散水量（１年）
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第２表ﾁﾔﾉｺｶｸﾓﾝﾊﾏｷの巻葉数（２年）（単位：個／㎡）
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成果の評価と取扱上の留意点
茶病害虫防除指導資料と し
ス プ リ ン ク ラ に よ る 防 除は

の強い日の防除は避ける。
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Ⅵ今後の研究上の問題点
葉裏への薬液付着を向上さ せる使用法の開発

Ⅶ資料 名
63～２年度福岡県農業総合試験場茶業指導所・八女分場試験成績書


